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は

じ

め

に

朝
鮮
政
府

は
朝
士
視
察
団

("
紳
士
遊
覧
團
"
)

の
派
遣

に
際

し
、
統
理
機
務
衙
門
を
創
設

し
、
中
国

を
媒
介

に
し
、
対
米
修

好
条

約
締

結

の
た
め
、

一
連

の
交
渉

を
展
開
す

る
な

ど
、

開
化

・
自
強
政
策
を
推
進
し
始

め
た

の
で
あ

る
。

そ
れ
で
、
朝
鮮
政
府

は
、

旧
法

が
新
法

を
規
制
す

る
朝
宗
成
憲

尊
重
主
義

に
立
脚
し

た
伝
統
的
な
法
体
系

で
は
開
化

・
自

強
政
策

を
支
え

て
、

さ
ら

に
米
国

な
ど
西
欧
列
強

に
対

す

る
門
戸
開
放

以
後
、
接
触

せ
ざ

る
を
得
な

い
異
質
的
西
欧
法
体
系

に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し

た
の
で
あ

る
。

朝

鮮
政
府

は
そ

の
対
案
を

一

・
二
次
修
信
使

た
ち
が
肯
定
的

に
評
価

し
た

日
本

の
法
制

か
ら
探
し
、
朝
士

厳
世
永

に
司
法
省

の
業
務

を

は
じ

め
、
日
本

の
法
制
全
般

を
把

握
し
、
報
告
す

る
任
務

を
与

え
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
当
時

西
欧
と

の
不
平
等
条

約

の
改
定

の
た
め
に
、

　
　

　

司
法
制
度

と
法
制

の
近
代
化

に
逼
進

し

て

い
た
日
本

の
経
験
を
把
握

・
受
容
し
よ
う

と
し
た

の
で
あ

る
。

そ
れ
に
従

っ
て
、
彼

は
日
本

の

実
情
と
司
法
製

全
般
を
視
察
し
た
所
感
と
成
果
を
盛
り
込
ん
だ

「聞
見
撮

」
と
明
治
維
新
以
後

日
本
が
当
時
ま
で
、
警

た
司
法

　こ

体
系

と
法
典

を
漢

訳

・
採
録
し
た
合
計
七
巻

の

「
日
本
司
法
省
視
察
記
」
を
復
命

の
時
、
国

王

に
献
上
し
た

の
で
あ
る
。

開
化
期

に
お

い
て
、

自
主

的
な
法
制

の
整
備

が
富
国
強
兵

の
近
代
国
家

に
成
長

さ
せ
る
た
め

の
礎

石

で
あ

っ
た
と
言
う

点
と
、
当
時

の

開
化

・
自

強
運
動

を
主
導

し

た
金
玉
均
、
洪
英
植
、
朴
泳
孝
、
金

弘
集
、
魚
允
中

な
ど
、
開
化
派
人

々
の
法
意

識
を
分

か
る
資
料

が
少
な

い
点

を
勘

案
し
て
見
る
と
、
厳
世
永

が
残
し

た
文
献

は
、
開
化

派

の
近
代
法

認
識
態
度

と
朝
鮮

近
代

の
西
欧
法
受
容
過
程
を
究

明
す

る
上

で
占

め
る
意
義

は
大
き

い
。
し

か
し
、

こ
れ
ま

で
の
開
化
期

に
対
す
る
法
制

史
研
究
を

一
瞥
し

て
見

る
と
、
大
多
数

が
本
格
的

な
西
欧
法

理
解

の
囑
矢
を
前

吉
溶

の

「
西
遊
見
聞
」

に
求

め
る
か
、

で
な
け
れ
ば
法
制

史
的

に
、
近
代

の
起
点
を

一
入
九
四
年
、
甲
午
更

張
に
す

る

こ
と

に
よ

つ
(鴛
・
厳
世
永

が
残
し

た
文
献

ら
が
近
代
朝
鮮

の
西
欧
法
受

容
史
乃
至

司
法
制
度
形
成
史

に
占

め
る
法
制
史
的
意
義

に

つ
い
て

　
ら

　

は
看
過
し

た
よ
う

な
感

が
す

る
。
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し
た

が

っ
て
、
本

稿

で
は
厳
世
永

の

「
聞
見
事
件
」

と

「
日
本

司
法
省
視
察
記
」
な

ど
を
分
析

し

て
、
彼

が
明
治

日
本

の
司
法
制
度
と

刑
法

を
ど

の
よ
う

に
認
識

.
評
価
し
、
そ
れ

に
よ

っ
て
獲
得
し

た
知
識

と
情
報

が

一
入
八

一
年

以
後
、
朝
鮮

の
司
法

・
法
律
制
度

改
革

に

ど

の
よ
う

に
反
映
さ
れ
た

の
か
を
究
明
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
朝
鮮

の
西
欧
近
代
法

の
受
容
史

に
お

い
て
、
調
査
視
察
団

が
占

め

る
歴

史

(6
)

的
な
意
義

を
再
考
し

て
見
よ
う

と
す

る
。

.
厳
世
永

の
人
物
と
活
動

厳
世
永

二

八
三

一
-

一
九
〇

〇
)

は
錫
遇

の
息

子
と
し
て
本
貫

は
寧
越
、
字

は
邑
翼
、
号

は
凡
斎

で
あ

る
。
彼

は

一
八
六
四
年

に
、

巡
航
文
科

に
兵
科

で
合
格
し

た
後
、
承
政
院
仮
主
書

(
一
八
六
四
)
、
副

司
正

(
一
入
六
四
)
、
注
書

(
一
八
六
五
)
、

弘
文
館
副
修

撰

(
一

入
六
六
)
、
南
学
教
授

(
一
入

六
六
)
、
副
司
果

二

入
六
六
)
、
宣
伝
官

(
一
八

六
六
)
、

修
撰

(
一
八
六
六
)
、
冬
至
使
書
状
官

(
一
入
六

六
)
、
副
校
理

(
一
八

六
七
)
、
校
理

(
一
入
六
七
)
、

副
修
撰

(
一
入
六
七
)
、
使
憲
府

執
義

(
一
八
六
七
)
、
掌
楽

正

(
一
八

六
七
)
、

宗
親
府

正

(
]
八

六
入
)
、
承
旨

(
一
入
六
入
)
、
副
応
教

(
一
八
六
九
)
、
全

羅
右
道

暗

行
御
使

(
一
八
七
四
)
、
吏
曹
参
議

(
一
八
七

五
、

一
入
七
入
)

な
ど
を
歴
任

し
た

の
で
あ

る
。

朝
士

に
選
抜
さ

れ
る
前

の
彼

の
主
要
な
官
歴

を
見

れ
ば
、
彼

は
承
政
院
、
弘
文
館
、

司
憲
府
な

ど
の
清
要
職
を
歴
任
し

た

の
で
あ
り
、

そ

の
職
能

上
、
参
賛
官

(承
旨
)
、
侍

講
官

(応
教

・
副
応
教
)
、
侍
讃
官

(校

理

・
副
校

理
)
、
検
討
官

(修
撰

・
副
修
撰
)

な
ど

で
、
経

鑓

に
参
加

し
た
国

王

の
近
侍

で
あ

っ
た
。
ま

た
、
彼

は
暗
行
御
史

と
冬
至
使

西
長
官

と
し

て
、

活
動
し
た

こ
と
が
あ
る
実
務
能

力
と
専

門
知

識
を
兼

ね
た
精
鋭
官
僚

で
、

か

つ
関
氏
派

に
属
し

た
人

で
あ

っ
た
。

彼

は
、

こ
う

し
た
官
歴

と
政
派
を
背

景

に
、

一
八
八

一
年

一
月

=

日
朝
十

に
任
命

さ
れ

た
。
彼

は
、
同
月

二
四
日
に
、

ソ
ウ

ル
を
出

発
し
、
二
月
二

]
日
に
東
來
府

に
到
着
し
、
三
月

二
九

日
に
、
日
本

貨
幣

一
、
三
六
六
円

を
視
察
経
費

と
し

て
、
受
け
取

っ
た
後
、
四
月

一
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O
日
に
、
随
員
と
し

て
厳
錫
周
、
崔
成
大

と
通
事

徐
文
斗
、

お
よ
び
家

僕
と
し
て
朴
春

鳳
を
伴

い
、
他

の
調
査

一
行
と
共

に
、
安
寧
丸

便

で
、

日
本

に
向

っ
て
出
港
し

た

の
で
あ

る
。
彼

は
、
四
月

=

日
に
、
対

馬
島

に
到
着

し

た
後
、
長
崎
、
大
阪
、
京

都
、
神

戸
、
横
浜

等
地

を
経
由

し
、
同
月
二
八

日
に
東
京

に
到
着
し

た
。

そ

の
後
、
彼

は
、

閨
七
月

一
日

に
千
歳
丸
便

で
長
崎
を
出
港
す

る
ま

で
約
三

ヶ
月

余

り
に
亙

っ
て
、
前

司
法
卿

田
中
不

二
麿

(
一
八
四
五
-

一
九

〇
九
)
、

司
法
大
輔

玉

乃
世
履

(
一
八

二
五

一
入
八

六
)
な
ど

の
助

け

を
得

て
、

司
法
省

の
事
務

と
諸
法
典
な

ど
に
関
す

る
知

識
と
情
報

を
収
集
す

る

の
に
努

力
し

た
。
そ

の
他

に
も
、
彼
は
他

の
朝
士

た
ち

と
共
に
、
明
治
政
府

が
推
進
し

て
き

た
富
国
強
兵
政
策

の
成

果

で
あ

る
近
代

的
産
業

・
軍
事

・
教
育

・
社
会

・
文
化
施

設
な

ど
、
幅
広
く

　
　

　

視
察

し
、
政
界

・
経
済
界

・
法
曹
界
、
教
育
界
な

ど
各
界

の
人

々
と
も
交
遊

し
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
視
察
活
動

の
成
果

は
、
帰
国
後
、

二

ヶ
月
余

り

に
亙

っ
て
作
成

さ
れ
た

「
聞

見
事
件

」
と
合
計
七
巻

の
「
日
本
司

法
省
視
察

記
」
に
書

か
れ
、
八
月

二
五
日
、
復
命
時

に
高
宗

に
献

上
さ
れ

た
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら

の
報
告
書

に
収
録
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
す

れ
ば
次
ぎ

の
如

く

で
あ

る
。

ま
ず

「聞

見
事
件
」

の
前
半
部

で
は
、
彼

が
朝
士

に
受
任

さ
れ
た
時

に
、
国

王
か
ら
詳
探
す

る
よ
う

指
示
さ
れ

た

"朝

廷
議
論

・
国
勢

形
便

・
風
俗
人
物

・
交
聰
通
商
"
な

ど
、

日
本

の
実
情
全
般

に
関

し
て
調
査

し
た

こ
と
が
記

さ
れ

て

い
る
が
、
総
計

七
四

ペ
ー

ジ
に
達
す

る

こ
の
本

の
紙
面

の
半
分
以
上

は
、

日
本

の
司
法
制
度

と
裁
判
手
続
き

お
よ
び
法
律
体
系

に
対
す

る
概
観
と
評
価

に
割
愛

さ
れ

て

い
る
。

つ
ぎ
に
、

「
日
本

司
法
省
視
察
記

二

)
」

に
は

「
司
法
省
職
制
事
務
章

程
」
・
「
大
審
院

職
制

」
・
「
上
等
裁
判
所

職
制
」
・
「
地
方
裁
判
所

職
制

」
・
■
東
京

裁

判
所

支
庁

管

轄
区

分

及

取
扱

規

則
」
・
「
区

裁

判

所
仮

規

則
」
・
「
糾

問

判
事

職

務

仮
規

定

則
」
・
「
法
学

寄

宿

生

堂

規

則
」
・
「
司
法
警
察
仮
規
則
」
・
「
警
察
規
則
附
録
」
・
「
警
視
庁
処
務
規
則
章
程
」
・
「
府
県
官

職
制
」
・
「
元
老
院

職
制
章

程
」

な
ど
、
司
法
行

政
と

そ
れ
に
関
連

し
た
諸
機
関

の
職
制

と
章

程
な
ど
が
収
録

さ
れ

て
お
り
、

「
日
本

司
法
省

視
察
記

(二
)
」

に
は

一
八
入

二
年

施
行
予
定

で
あ

る

「
刑
法

」
が
、

「
日
本
司
法
省
視
察
記

(三
)
」

に
は

「
治

罪
法
」
が
、

「
日
本

司
法
省
視
察
記

(四
)
」
に
は

「
訴

訟
法

」
が
、

「
日
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本

司
法
省

視
察
記

(五
)
」
に
は

「
監

獄
則
」
が
、
「
日
本

司
法
省
視
察
記

(六
)
」
に
は

「
新
律

綱
領

・改
定
律
例
提
要

」
が
、

そ
し

て

「
日

本

司
法
省

視
察
記

(七
)
」

に
は

「
改
定
律
例
」

が
漢

訳
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら

の
記

録
は
、
厳
世
永
自
ら

が

"
大
概

「
刑
法
」
・
「
治
罪
法
」
・
「憲

法
」
・
「訴

訟
法
」
・
「
民
法

」
・
「商
法
」

が
仏

人

(
フ
ラ

ン
ス

人
)
が
言
う
六
法

で
あ

る
。

[
日
本

が

こ
れ
ら
を
]
真
似
ず
、
備

え

て
は

い
る
が

「
訴

訟
法
」

】
款

の
よ
う

に
施

行
ま

で
に
至

っ
て

い
な

い

も

の
も
あ

る
の
で
、
「
事
務
章
程
」
・
「
刑
法
」
・
「
治
罪
法
」
・
「
監
獄
則
」
・
「
新
律
綱
領
改
定
律
例

撮
要
」
・
「
改
定
律
例
」

七
冊
を
翻
騰

・
編

次
し

た
"
、

と
明
言
し
た
よ
う

に
、

日
本

が
明
治
維
新
以
後
、

当
時

ま

で
整
備
し

て
お

い
た
司
法
体
系

と
新

旧
刑
法
を
網
羅

・収
録
し

た
も

(
9
)

の

で

あ

る

。

二
。
司
法
制
度
の
理
解

ω

.
司
法
権

の
独
立

明
治
初
期

の
司
法
権

の
対
内
的
独
立
過

程
は
そ

の
対
外
的

独
立
を
計

る

た
め

の
、
不
平
等
条
約

の
改
訂

の
た

め
に
努

力
し

た
こ
と
と
密

接

に
関
連
さ
れ

て

い
た
。
当
時
、

明
治
政
府

の
内
政

と
外
交
政
策

の
基
調

は
列
強

の
法
制

に
準
ず

る
近
代
法
体
系
を
成

立
さ

せ
、
不
平
等

条
約

を
改
正
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
列
強

と
対
等

・
平
等

の
独
立
国
家

に
な
ろ
う

と
す

る
と

こ
ろ

に
あ

っ
た
。

し

か
し
、
本

来
、
行
政
官
庁

か
ち
裁
判
所

を
独
立

さ
せ
る
と

い
う

司
法
権

独
立

の
法
思
想

は
日
本

に
存
在
し

て
な

か

っ
た

の
で
、
明
治

維
新

以
後

に
も
、
暫

く
司
法
権

と
行
政
権

は
分
離

さ
れ
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、

一
八
六
八
年
初
め

に
、

設
置
さ
れ

た
刑
法
事

務
科

・
刑
法
事
務
局

・
刑
法
官
な

ど
は
幕
府
時
代

の
司
法
機
構
を
踏
襲

し

た
も

の
に
過
ぎ
ず
、

一
入
六
九
年
国

家
機
構

の
改
革
時

に
創
設

さ
れ
た
刑
部
省

と
弾
正
台
も
復
古
風
を
脱
し

き
れ
て

い
な

か

っ
た
。

明
治
初
、
司
法
権

の
独
立

は
廃

藩
置
県
直
前

の

一
九
七

一
年
江
藤
新
平

(
　
八
三
四
-

一
八

七
四
)

の
主

導
下

に
、

刑
部
省

と
弾
正
台
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が
廃
止

さ
れ
、

刑
事

裁
判
権

と
民
事
裁
判
権
を
持

つ
中
央
政
府

の
司
法
機
関

と
し

て
司
法

省

が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
始

ま

っ
た
。
司

法
権

の
独
立
は
、

一
八
七
五
年
創
設
さ
れ

た
大
審
院

・
上
等
裁
判
所

・
府
県
裁

判
所

が

一
入
七
六
年

に
大
審
院

・
上
等

裁
判
所

・
地
方
裁

判
所
制
度

に
変

わ
り
、
　
切

の
裁
判
事
務

が
大
審

院
以
下

の
裁
判
所

に
委
ね
ら
れ

て
、
地
方
官

の
判
事
兼
任
制

が
撤
廃

さ
れ
る

こ
と
に
よ

っ

　　

　

て
完
成

さ
れ
た

の
で
あ

る
。

厳
世
永

も
明
治
維
新
後
、
司
法
省

の
設

立
と
裁

判
所

の
設
置
に
至

る
行

政
権

か
ら

の
司
法
権

独
立

の
過
程
を
"
[明
治
]
四
年
、

辛
未

口

八
七

一
]

に
至
り
、
刑
法
官

と
刑
部
省
な

ど

の
官

を
廃

止
し
、

弾
正
台

の
職
務

を
統
合
し

て
司
法
省
を
設
置
し
、
三
局
八
課

の
制

を
定

め

た
。
大
審

院
裁
判
所

・
検
事
局

・
上
等
裁

判
所
を

司
法
省
内

に
設
立
し
た

の
で
あ
り
、
地
方
裁
判
所
を
併
設
し

て
、
そ

の
支
庁

と
区
裁
判

所

も
設
置
し

て
民
事

・
刑
事

・
告
訴

・
告
発

・
勧
解

[
仲
裁
]
・
糾
問

・
公
判

・
宣
告
な

ど
を
分
け

て
管
掌

し
た
"
、
と
概
観
し
把

握
し
て

(
11

)

い
た

の

で
あ

る
。

さ

ら

に
、

彼

は

司
法

権

の
独

立

が

"
実

に
、

日
本

国

制

が
定

め

た

と

こ
ろ

で

は
、

行

政

・
立

法

・
司
法

が
相

混

・
相

関

で
き

な

い
、
"

と

言

っ
て
、
法

規

を

制

定

す

る
立

法

と
そ

の
法

規

を
解

釈

、
適

用
す

る

司
法

、
そ

し

て
法

規

を
執

行

す

る

行

政

の
三
権

分

立

の
原

則

に
よ

る
、

(
12

)

と
理
解

し

て

い
た
。

こ
う

し

た
理
解

は
彼

だ
け

に
限
ら
れ

て
い
た
訳

で
は
な
く
、

つ
ぎ

の
朴
定

陽

の
文
章

で
も
見
ら
れ

る
が
、
他

の
朝
士

(
13

)

に

つ

い

て

も

伺

う

こ

と

が

出

来

る

。

=

応
、
西
洋

の
制
度

に
従

っ
た
後
、

立
法

・
行
政

・
司
法

の
名
称
が
生
ま
れ

た
。
英
国

の
上

・
下
議

院
を
模
倣
し

て
、
元
老

院
、

大
審
院
を
設
立
し

た
。
全

て

の
法

の

[制
定

は
]
官

民
を
問
わ
ず
、
必
ず

大
審
院

に
行

っ
て
発
議
す

れ
ば
、
大
審
院

が

[
こ
れ
を
]
太
政
官

に
上
げ
、
太

政
官

は
元
老
院

に
送
り
、
各

省

の
官
吏

が
集
会

し
た
場
所

で
、

言
者

の
貴
賎
を
問
わ
ず
、
そ

の
法

の

「制
定

の
」
可
否

だ
け
を
取

る

の
で
あ
り
、
議

長
が
あ

っ
て
議
席

を
専
管

し
、
す

べ
て
の

法
令
を
必
ず
会
議

で
議
決

し
た
後
、
施
行
す

る
。
こ
れ
が
ま
さ
に
、
立
法

の
大
要

で
あ

る
。

一
応
、
法
令

が
定

ま
る
と
、
そ
の
施
行

は
当
然

に
、
各
省
と
各

地

方

に
委

ね
る
が
、
こ
れ
が
所

謂
行
政

の
大
要
領

で
あ

る
。
凡
そ
、
司
法

は
全
的

に
司
法
省

と
裁

判
所

が
担
当

し

て
お
り
、
訴

訟
な
ど

の
事
務

を
管

轄
す
る
。
そ
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し

て
、
知
事

と
令
な

ど
は
、
行
政
官

と
し

て

こ
れ
に
関
与
し
な

い
。
」

こ
の
よ
う

に
、
三
権
分
立

に
よ

る
司
法
権

の
独
立

に
対

し
て
は
、
厳
世
永

ば
か
り

で
は
な

く
、
他

の
朝
士

た
ち
も

理
解

し
て

い
た

の
で
、

(
14

)

三
権
分
立

の
概
念

が
旧
韓
末
、
日
本
留
学
生

に
よ

っ
て
よ
う

や
く
紹
介

さ
れ
た
と

い
う
、
従
来

の
見
解

は
修

正
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年(loos)

②

,
裁
判
体
系

一
入
七
五
年
政
府
機
構

の
改
革

を
論

じ
た

"
大
阪
会
議
"
以
後
、
"
立
憲
政
体
樹
立

の
詔
"
が
下
り
、

元
老
院

と
大
審
院

が
創
設

さ
れ
る

や

「
大
審
院
諸
裁
判
所

職
制
章

程
」
・
「
司
法
省

検
事
章

程
」

が
制
定

さ
れ

る
な
ど
、

司
法
制
度

の
改
革

が
行
わ
れ

た
。
そ

の
内
容

は
、
裁

判
所

は
人
審
院

・
上
等
裁
判
所

・
府
県
裁
判
所
三
種
類

に
区
分

さ
れ
、

司
法
省

の
代

わ
り

に
フ
ラ

ン
ス
の
破

殿
院

(ムO
O
¢
同
山
Φ
O
聾
ω
ω
餌
什一〇
コ
)

を
真
似

て
設
立

さ
れ

た
大
審
院

が
、
国
家
機
構
上
、

司
法
権
を
所
管
す

る
機
関

で
あ

る

こ
と

が
明
確

に
規
定

さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
す

な
わ

ち
、
従
来

の
司
法
省

の
裁
判
関
与
権

が
否
定

さ
れ
、

一
切

の
裁

判
事
務

は
大
審
院

以
下

の
裁
判
所

だ
け

が
担
当
す

る
こ
と
に
な

る

こ

と
に
よ

っ
て
、

司
法
省

は
初

め
て
司
法
行

政
を
全
管
す

る
機
関

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

一
入
七
六
年

に
は
、
大
審
院

・
上
等
裁
判
所

・
府
県
裁
判
所
制
度

が
大
審
院

・
上
等

裁
判
所

・
地
方
裁

判
所
制
度

に
代
わ
り
、
従
来
、

府
県
裁
判
所

が
設
置
さ
れ

て
な

い
と

こ
ろ
に
お
け

る
地
方
官

の
判
事
兼
任
制

が
撤
廃

さ
れ
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
中

央
統
治
機
構

か
ら
地
方

(
15

)

統
治
機
構

に
至

る
ま

で
、
行
政
…機
構

か
ら

独
立
し

た
裁
判
機
構

が
設
置

さ
れ
た
。

厳
世
永
も
、
当
時
、

日
本

が
地
方
裁
判
所

・
上
等
裁
判
所

・
大
審

院

に

つ
な

が
る
裁
判
制
度
を
採
択
し

て

い
る

こ
と
を
理
解
し

て

い
た
。

す
な
わ
ち
、
彼
は
司
法
省

の
構
内

に
設
置

さ
れ
た
大
審
院

は

"
民
事

と
刑
事

の
上
告
を
受

理
し
、
上
等
裁

判
所

以
下

の
不
当

な
審
判
を
破

殿
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
法
憲

の
統

一
を
維
持
し
、
"
上
等
裁
判
所

は

"
東
京

・
大
阪

・
長
崎

・
宮

城
な

ど
、
都
会
地
四

ヶ
所

に
設

置
し
、
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レ
　

各
地
方

の
控
訴

[抗
訴
」

を
管
掌

さ

せ
、
"

地
方
裁

判
所

は

"
地
方
官

を
所

在
地

に
配
置
し
、
行
政

・
司
法

の
事
を
分
掌
す

る
よ
う

に
し

　ぜ

た
も

の
"
、
と
把
握
し

て

い
た
。
ま

た
、
彼

は
日
本

が
宣

告
し

た
量

刑

の
軽
重

に
し

た
が

っ
て
、
裁
判
管
轄
権

が
異
な

っ
て
行
く

裁
判
手
続

　ぜ

き

も

採

択

し

て

い
る

こ
と
も

次

の
よ
う

に

把

握

し

て

い
た

の

で
あ

る
。

コ

切
の
民
事
は
、
「地
方
裁
判
所
で
]
軽
重
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
審
判
す
る
の
で
あ
り
、
懲
役
以
下

の
罪
も
自
断
す
る
。
も
し
重
罪
で
終
身
懲
役
に
該
当
す
る

件
は
、
擬
律
案
を
添
え
て
上
等
裁
判
所
に
送
り
、
許
可
の
決
済
を
得
た
後
に
宣
告
す
る
。
死
罪
獄
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
官
が
審
案
と
証
平
物

権
お
よ
び
擬
律
案
を
添
え
、
上
等
裁
判
所
に
送
り
、
上
等
裁
判
官
は
判
決
を
審
閲
し
大
審
院
に
上
げ
る
。
大
審
院
は
そ
の
文
案
を
受
け
、
正
し

い
も

の
は
決
済

後
返
送
し
、
間
違

っ
た
も
の
は
法
規
を
適
用
し
、
上
等
裁
判
所
に
還
付
し
、
上
等
裁
判
所
は
そ
の
文
案
を
再
び
原
裁
判
所
に
還
付
し
、
原
裁
判
所
が
そ
の
行
下

[上
等
裁
判
所
を
経
て
、
大
審
院
の
決
済
を
得
た
]
文
案
を
取

っ
て
宣
告
す
る
の
で
あ
る
。
」

さ
ら

に
、
彼

は

"
高
等
法
院

は
王
室

を
危
害
し

た
り
、
内

乱
を
謀
議

し
た
り
、
外

患
を
誘
導
し

た
者

を
調
査
し

て
治

め
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

…
・:
高
等
法
院

は
本
来
常
設

で
は
な
く
、
事
件

が
あ

れ
ば
臨
時
開

院
を
許
可
す
る
、
"
と
し
、

日
本

が
非
常

設
機
関

と
し

て
、
反
逆

行
為

を
審

判
す
る
高
等
法
院
制
度

を
備
え

て

い
る

こ
と
も
把
握

し
て

い
た

の
で
あ
る
。

そ

の
他

に
も
、
彼
は
犯
罪
発

生
時

に
、
刑
罰
権
者

で
あ

る
国
家

が
、
刑
事
手
続

き
を
開
始

せ
ず
、

原
告

で
あ

る
被

害
者

や

一
般
私
人

の

　
　
　

提
訴

に
よ

っ
て
、
手
続

き
が
開
始

さ
れ

る
弾
劾
主

義

に
立
脚
し

た
刑
事
訴

訟
手
続
き
、

そ
し

て
、
検
事

と
代
言

人

[
弁
護

士
]

制
度

な
ど

(
22

)

も
把
握

・
紹
介

し
た
朝
鮮
最
初

の
人
物

で
あ

っ
た
。

381

⑧

,
司
法
行
政
体
制

一
八
七

二
年

に
制
定

・施
行

さ
れ

た

「
司
法
職
務
定
制
」
第

一
〇
八
条

に
よ

れ
ば
、

"
司
法
省

は
全
国
法
憲
を
管
掌
し

…
…
各
裁
判

を
統
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括
"
す

る
官
署

で
あ

っ
た
。

ま
た
、

司
法
卿

は

一
八
七
五
年
、
大
審
院

以
下
裁
判
所
制
度

が
施

行
さ

れ
た
以
後
、
直
接
裁
判

に
関
与

は
し

て
な

い
が
、
ま

だ
判
事

の
任
免
権
を
持

っ
て

い
た

の
で
、
司
法
権

の
独
立

は
裁

判
官

の
身
分
保
証

が
欠
如
さ
れ

た
未
完

の
形
態

で
あ

っ
た
。

事
実
、

]
八
八

一
年
当
時

の
、

日
本

の
国
家
意
思

の
決
定
体
系

は

一
入
入
○
年

に
実
施

さ
れ
た
参
議
省

卿
分
離
制

が
再

び
参
議
省
卿
兼
任

制

に
還
元

さ
れ

る

こ
と
に
よ

っ
て
、

明
治
維
新
以

後
、
実
権

を
独
占
し

て

い
た
参
議
ら

の
権
限

が

一
層

強
化

さ
れ
た
状
態

で
あ

っ
た
。

実

際

に
、
日
本

で
名

実
相
符

し

た
行
政
権

か
ら

の
、

司
法
権

の
独
立

は

一
入
入
九

年

に
発
布

さ
れ

た
憲

法

に
よ

っ
て
確

立

さ
れ

る
よ
う

に

(
23

)

な

る
。

厳

世
永

も

司
法

省

を

"
裁

判

と

司

法

警

察

に
関

す

る

こ

と
を

管

理

す

る

と

こ
ろ

で
、

し

か
も

一
国

の
掌

法

・掌

禁

の
官

"
、

と
言

い
、

全

(
24
)

国

の
法
憲

を
管
掌

し
、
各

裁
判
を
統
括
す

る
機

関
と
し

て
理
解
し

て

い
た

の
で
あ

る
。

ま
た
、
彼

は
、

次

に
引
用
し
た
と

こ
ろ

に
も
良
く

示
さ
れ

て

い
る
よ
う

に
、
司
法
卿

が
人
事
権

・
法
官
監
督
権

・
法
律
起
草

と
解

釈
権

な
ど
、
幅

広

い
権

限
を
持

っ
て

い
る
こ
と
を
把
握
し

(
25

)

て

い
た

の

で

あ

る

。

「
司
法
省

は
、
卿

を

一
人
置
く
が
、
勅
任
官

に
す

る
。
卿

は
部
下
官
員
を
統
率
し

判
事

た
ち
を
監
督
す

る

の
で
あ
り
、
奏
任
以
上

の
官

員

は
、
報
告
し

た
後
、

駝
防
し
、
奏

任
以
下

の
官
員

は
進
退
を
専
行
す

る
。
卿

は
お
お
よ
そ
、
法
律
事
項

に
お

い
て
、
布
行
す

る
か
、
ま
た

は
補
整
す
る
も

の
が
あ
れ
ば
意
見
を
揃
え

て
、
行
な
う

べ
き
も

の
を
奏
請
す

る

こ
と
が

で
き
る

の
で
、
元
老
院
会
議

に
出
席

し
、
そ

の
法
律

の
利
害
を
弁
論
す

る
か
、
あ
る

い
は
行
政
事
項

と
し

て
本
省

章
程

の
な
か

に
載

せ
る
事
も
出
来

る
。
実

に
、

日
本
国
制

が
定

め
た
と
こ
ろ
で
は
、
行

政

・
立
法

・
司
法
は
相

混

・
相
関
す

る

こ
と
は
で
き
な

い
。

し
か
し
、

立
法
官

が
議

決
し

た
事

が
、
即
ち
、
司
法
官

が
管
理
す

る
こ
と
で
あ

り
、
行
政
官

が
執
行
す

る
こ
と
が
司
法
官

が
委

ね
ら
れ
た
こ
と
で
も
あ

る

の
で
、
司
法
卿

が
元
老
院

の
会
議

に
参
与
し
な

が
ら
、

司
法
省

の
行
政
も
受
け
持

っ
て

い
る
。
」

よ
り
具
体
的

に
は
、
彼

は
、

司
法
卿

が
天
皇

の
裁
可
を
得

て

"
行

政
裁

判
、
司
法
警
察
事
務

の
変
更
、
法
廷

に
関
す

る
規
定

の
制
定
、
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主
管
事
務

の
布
達
、
,部
下
管
理

と
生
徒

の
外
国

派
遣
、

諸
裁
判
所
と
検
事
局

の
廃
置
、

お
よ

び
諸
裁
判
所
長

の
任
命
、
各

局
廃

置
と
局
長

任
免
、
諸

裁
判
所

と
各

局

の
処
務
規
定

の
制
定
、
外
国

人

の
雇

用
、
そ
し

て
新

創
事
ま

た
は
旧
規

の
変
更
"
な

ど
、
強
力
な
権

限
を
行
使

(
26

)

す

る

こ
と

が

で
き

た

こ

と
を

把

握

し

て

い
た
。

さ
ら

に
、

彼

は

こ
う

し

た

司
法

卿

中

心

の
司
法

行

政

体
系

が
、

卿

・
大

輔

・
少

輔

・
書

記

官

・
属

官

・
等

外

に

つ
な

が

る
効

率
的

な
官

(
27

)

職

体

系

と

三

局

八

課

の

専

門

的

行

政

体

系

に

よ

っ
て

支

え

ら

れ

て

い
る

こ

と

を

次

の

よ

う

に

理

解

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

「
卿

の
下

に
は
大
輔
を

一
人
置

き
、

卿

の
有
故
時

に
は
そ

の
仕
事
を
代
理
さ

せ
る
。
少
輔
も

一
人

で
あ

る
が
、

大
輔

に
劣
ら
な

い
。
大

・
少
輔

が

い
る
時
も
あ

り
、
ま

た

一
方

だ
け
あ

る
時
も
あ

る
。
大
書
記
官

は
三
名

で
あ

る
。
権

大
書
記
官

は
席

は
あ

る
が
現
在

は
空
席

で
あ
り
、
必
ず

人
数
を
任
命
す
る
他

の
官
貝

と

は
異
な

っ
て
、
そ

の
席

を
任
命
す

る
こ
と
も
、
し
な

い
こ
と
も

で
き
る
。
少
書
記
官

は
二
名

で
、
権
書
記
官

は

一
人

で
あ

る
。
書
記
官

た
ち

は
特
命

を
受
け

て
、

受
け
持

っ
た
主
務

を
幹

(管

)
理
す

る
。
書

記
官

の
下

に
は
、

一
等
書
記
官

か
ら
十
等
書
記
官

ま

で
の
属

官
が
あ
る

が
、
員
数

は

=
疋
で
は
な
く
、

一
〇
名

か

そ
れ
以
上

な
る
時

も
あ

る
。

等
外
と
し

て
、

一
等
出
仕

・
二
等
出
仕

・
三
等
出
仕
も
あ
る

が
、
員
数

は

一
定

で
な

い
。

こ
れ

は
各

省

の
官
制

と
同

規

で
あ
り
、

大
審
院
以

下

の
官
貝
配
置
も

こ
れ
に
準
ず
る
…
…
。
議

事
局

は
緊
要

で
判
断
し
難

い
事
を
、
集

ま

っ
て
議
論
す

る
と
こ
ろ

で
あ

る
。
書
記
官

が
会

期
を
決

め
れ

ば
、
必
ず
議
員

た
ち
が
集
ま
り
議
論
す

る

の
で
あ
る
。

司
法
卿

と
大

・
少
輔

も
、

随
時

に
そ

の
議
席

(会
議

)
に
参
席
す

る
。
本
局
、
所
掌
事
務

を
毎
月

に
掲

録

し
、
月

報
を
製
作

し
て
お
り
、
諸

編
纂

公
文
も
保
存
す

る
…
…
。
刑
事
局

は
刑
事
関
係

の
各

所

の
申

請
事
件
を
卿
命
を
受
け
起
案
す

る

の
で
あ

り
、
刑
事
関

係
法
律

の
良

否
を
検
討
し
、
改
定

・
興
廃
案
も
起
草

す
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
民
事
局
は
民
事
関
係

の
各
所
申
請
事
件
を
、
卿
命
を
受
け

て
起

案
す
る

の
で
あ
り
、

民
事
関
係
法
律

の
良
否
を
検
討
し
、
改
定

・
興

廃
案
も
起
草
す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
」

3S3

前

記

の
引

用

文

で
は

見

ら

れ

な

い
が
、

彼

は
、

内

記

課

・
庶

務

課

・
職

貝

課

・
編

纂

課

・
表

記

課

・
会

計

課

・
生

徒

課

・
修

補

課
な

ど
、

(28
)

八
課

の
機
能
も
把

握
し

て
お
り
、
司
法
官
員

の
所
属
別
、
職
級
別

人
員

と
司
法
省

一
年
予
算

お
よ

び
官
等
別

の
給
与

体
系
も
調
査

し
て

い
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(
29

)

た

の
で
あ

る
。
ま

た
、
彼

は
法
学

課

で
フ
ラ

ン
ス
人
を
教
官

に
し

て
、

委
嘱

・
運
営
し

て

い
る
四
年
制
法
官
養
成
課

程

の
具
体
的
教
育
方

(
30

)

法

も

、

次

の

よ

う

に

把

握

し

て

い

た

の

で

あ

っ
た

。

「
本
省

の
法
学
課

で
は
、

フ
ラ

ン
ス
人
を
授
業
師

と
し

て
招
聰
し
、
生
徒
を
集

め

て
法
律

を
習
わ
し
て

い
る
が
、

一
年
間
を
前
後
二
期
に
分
け

て
、
圏
点

・考

課
し
、
四
年

が
過

ぎ
卒

業
し
た
後

に
、
多

点
者
を
選
抜
し

て
、
省
内
属

官
に
任
命
す

る
。
習
法
す

る
間

に
お

い
て
、
司
法
裁
判
所

で
す

で
に
処
決

し
た
訴

訟
事

件

を
生
徒

た
ち
を
以

っ
て
、
原
告

・
被

告

・
代
言
人
を
仮
作

に
し

て
、
法

廷
訴

訟
事
件
を
練
習
す
る
よ
う

に
す

る
。
凡
そ

旧
法
を
習

っ
た
後
、
新
法
を
学

び
、

新
律
は
す

べ
て
西
欧
法

で
あ
り
、
西
欧
法

の
な

か
で
も

フ
ラ

ン
ス
法

が
大
部
分

で
あ
る
。
」

以
上

で
、
考
察
し

た
よ
う

に
、
彼

は
、

三
権
分
立

に
伴
う

司
法
権

の
独
立
、
行
政
権

の
隷
属

か
ら
脱
し

た
近
代
的
裁
判
制

度
、
強
力
な

権
限
を
持

つ
司
法
卿
中
心

の
司
法
行

政
体
系

な
ど
、

日
本

の
近
代
的

司
法
制
度
を
朝
鮮

で
初
め

て
把
握

・
紹
介
し

た
人
物

で
あ

っ
た
。

三

.
刑
法

の
理
解

日
本

の
近
代
法

に
お

い
て
、

明
治

維
新

以
後
、
朝

士
視
察
団

が
渡
日
し

た

一
八
八

一
年
ま

で
は
、
近
世

か
ら
近
代

に
入

っ
て
来

る
過
渡

期

で
あ

り
、
近
代
法

の
準
備
期
間

で
あ

っ
た
。
明
治
初

期
に
お

い
て
は
、
王
政
復
古

と

い
う

名

の
下

で
、
江

戸
時
代

の
幕
藩
法

の
代

わ
り

に
、
律
令

を
受
け
入

れ
る
旧
法
、
す

な
わ
ち
中
国
法
制

の
影
響

が
強
く
現

れ
た
。

つ
ま
り
、
明
治
政
府

は
社
会

の
秩
序
を
維
持
す

る
た
め

に
、

ま
ず

刑
法
典

の
編
纂

が
必
要

で
あ

る
と
考
え

た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
、
伝
統
的

に
親
し

み
の
あ
る
明
清
律
系
統

の
中
国
法

の
継
受

が
な

さ
れ
、

一
八
六
入
年
と

一
八
七
〇
年

に

「
仮
刑
律
」

と

「
新

律
綱
領
」
を
公
布
し

た

の
で
あ

り
、

一
八
七
三
年

に
は

こ
れ
を
代
替

し
、

「改
定
律
例
」
を
制
定
し

た

の
で
あ

る
。
し

か
し
、

近
代
化

を
通

じ
て
、

西
欧
列
強

と
並

立
し
よ
う

と
し

た
明
治
政
府

は
対
外
的

に
条

約

の
改
定

の
た
め
に
、
近
代
的
法
典

の
継
受

が
必
要

で
あ
る

こ
と
を
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痛

感

し

た

の

で
あ

る
。

そ

れ

で
、

明

治

政

府

は

一
八

七

〇

年

、

す

で

に

フ
ラ

ン

ス
民

法

を
模

倣

し

た

民
法

典

の
編
纂

に
着

手

し

た

の

で
あ

り

、

一
八

七

三

年

に

フ
ラ

ン

ス
の

ボ
ア

ソ
ナ

ド

(じu
9
ωω
o
轟

自
ρ

一
。。
謡

-一
〇
一
〇
)
が
渡

日
す

る
や

否

や

、

本

格

的

な

フ

ラ

ン

ス
法

の
継

受

に
努

力

し

た

の

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

調

査

視

察

団

が
渡

日
す

る

一
年

前

の

一
八

入

○
年

に
、

ボ

ア

ソ

ナ

ド

が

編
纂

し

た

フ
ラ

ン
ス
系

刑

法

と
治

罪
法

(刑

事
訴

〔
31

)

訟
法
)

が
公
布
さ

れ
た

の
で
あ
り
、

こ
れ
は

一
八
八

二
年

一
月

一
日
か
ら
施
行

さ
れ
る

こ
と

が
予
定

さ
れ
た

の
で
あ
る
。

厳

世
永
も
、
"
庚
午

(
一
入
七
〇
年

)

に

「新
律

綱
領
」
を
頒
行
し
、

一
国
通
行

の
律
令

に
し

た
が
、
癸
酉

(
一
入
七
三
年
)

に
至
り
、

参
酌

・
改
定
し

「
改
定
律
例
」

と
思

い
成
憲

と
看
倣

し
た
。
昨

年
、
庚
辰

(
一
八
八
〇
年
)
冬
、
刑
法
第

四
三
〇
条

・
治
罪
法
第
四
八
〇

条

を
民
間

に
頒
示
し
、
先
甲

(法
律
を
初

め
て
制
定

・
公
布
す

る
前

に
百
生

に
伝
え
る

こ
と
)

の
令
を
発

し
、

明
年

の
壬
午

(
一
八
八
二

年
)

一
月

か
ら
漸

く
実
施

し
よ
う

と
す

る
。
現
今
新
旧
法
律

を
参
考
し

て
用

い
る
が
、
実
施
後

に
は
、

「新
律

綱
領
」
と

「
改
定

律
例
」
の

書

を
蓋
廃

し

て
、

「
刑
法
」
・
「治

罪
法

」

だ
け
を
施

行
し
よ
う

と
す

る
、
"

と
し

て
、
明
治
維
新

以
後
、
近
代
的

刑
法

が
制
定

で
き
る
ま

で

の
過
程
を
把
握

・
理
解
し

て

い
た

の
で
あ

る
。

さ
ら

に
、
彼

は
、
新
し

い
刑
法

・
治

罪
法

を
評

し
て
、
"
日
人

が
旧
程
を
双
改
す

る
際

に
、

一
切
を
従
新
し
、
す

べ
て
泰
西

を
模
倣
し
、

萬
国

公
法

か
ら
も
取
り
入
れ

た
。
裁
制

・
参
酌
し

て
、
精
密

で
微
密

さ
を
備
え

て
、

至
当

な

こ
と

に
帰
着
す

る

こ
と
を
求

め
た
。
手
始
め

に
、
第

一
九
二
条

(「
新
律
綱
領
」
)
を
定

め
て
か
ら
、
後

に
第

三

一
八
条

(「
改
定
律
例
」
)

に
代

え
た
が
、

凡
そ
拷
訊

を
廃

し
、
懲
役
を

行
な
う
同

等
権

が
ま
さ

に
、
そ

の
設
法

の
大
綱

で
あ
る
"
、
と
し
、
そ

の
法
制
定

の
要
諦

が
西
欧
法
を
継
受
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
同
等
権

(
33

)

に
立
脚

し
て
拷
訊
を
廃

止
し
、
懲
役
制
度

を
実
施

す
る
と

こ
ろ

に
あ

る
も

の
と
見
な
し

た
。
す
な
わ
ち
、
彼

は
、
"
昔

は
、
閨
刑

で
華
士
族

を
対

(接
)

し
た

の
で
、
門
を
閉

じ

て
謹
慎
し
董
恥
を
し
ら
な

か

っ
た
が
、
今

は

こ
の
制
度

(「新

律
綱
領
」
・
「
改
定
律

例
」
)

を
廃

止
し

　あ
ソ

(刑
法
)
第

四
三
〇
条

の
な

か
に
、
記
載
し
な

い
の
で
、
ま

さ
に
、
法
律
上
同
等
権

の
大
則

で
あ
る
"
と
し

て
、
刑
法
制
定

の
法

精
神

が
従



3S6神奈川法学第36巻 第3号2004年

来

の
刑
法
典

と
は
異
な
り
、
士
族

は
法
治

で
な

い
禮

治

の
対
象

で
あ
る

と

い
う

伝
統
的
な
法
概
念
を
乗
り
越
え

て
、
法

の
前

で
は
萬
民

が

(35

)

平

等

で
あ

る

と

い
う

、

正
義

の
具

現

を

理

想

と
す

る
同

等
権

に
立

脚

し

た

西
欧

法

思

想

に
基

礎

を

置

く

も

の
と
見

な

し

た

の
で
あ

る
。

ま

た
、

彼

は
、

"
勧

解

[
(仲

裁

)
]
・
予

審

・
公

判

・
懲

役

・
讃

圓

・
警

察

・
代

言

人

"

な

ど
、

日
本

の
西

欧

的

司
法

制

度

が
古

代

中

国

の
漢

・
唐

・
周
時

代

の
古

法

と

符

合

す

る
も

の
と

評
価

し

た

の

で
あ

る

が
、

日
本

の
現

行

法

は

"
刑
名

・
法

術

の
流
"
、

つ
ま

り

、

法

は
す

な

わ

ち

刑

で
あ

る

、

と

い
う

、

東

洋

の
刑

罰

中

心

の
刑

名

之
学

か
ら

由

来

し

た
も

の

で

は
な

く

、

"
民

人

の
健
康

と

衛

生

を
守

る

こ

と

に
、

そ

の
極

を

尽

く
す

、
"

本

質

的

に

異

な

る
法

体

系

で
あ

る
西

欧

法

思

想

に

基

づ

く
、

"
治

国

の
契

約

"

と
し

て
見

な
し

た

の
で
あ

る
。

こ

の

(36
)

点

は

、

後

述

の

引

用

文

の

な

か

に

良

く

現

れ

て

い

る

。

「
勧
解

・
予
審

・
公
判
な
ど

の
制
度

を
置

い
て
、
官

が
鉄
雨

の
よ
う

な
僅
少
な

こ
と
を
計
り
、
微
細
な
毫
櫻
を
剖
析
す

る

の
で
、
自
然

に
古
法

と
符
合
す

る
。

そ

の
懲
役
と

い
う

の
は
、
漢

の
城
朝

か
唐

の
請
成

[罪
人
を
辺
地
に
島

流
し
、

そ
こ
で
生
活
さ

せ
る
制
度
]
の
例

で
あ
り
、

そ

の
讃

圓
と

い
う

の
は
、
屡

の
願

金

[罪
を
免
除
し

て
も
ら
う

た
め
に
納

め
る
お
金
]
や
、
あ
る

い
は
周

の
罰
援

[
一
定

額

の
お
金

を
出
し
て
、

罪
を
免

除
す
る
制
度

]
の
制

に
該
当
す

る
。

司

句

款

[古
代
中
国

の
六
卿

の

一
つ
で
、
刑
罰
と
警
察
を
受
け
持

っ
た
官

職
]
の
吉
好
す

る
規
を
真
似

た
も

の
が
、
警
察

・巡
査

の
制
度

で
あ
り
、
国

人
た
ち
が

罪
を
あ
げ

る
と

い
う
、
国

人
与
罪

の
意
味
を
取

っ
た

の
が
、
代
言

・傍
聴

の
制
度

で
あ
る
。
た

い
て

い
民

人

の
建
国

と
衛
生

を
守

る

こ
と
に
、
そ

の
極

を
尽
く

さ
な

い
こ
と
は
ま
ず

な

い
。

い
わ
ゆ
る
、
法

と

い
う

も

の
は
刑
名

・
法
術

の
流

で
は
な
く
、
ま
さ

に
治
国

の
契

約

で
あ

る
か
ち

で
あ

る
。
」

言

い
換

え

れ

ば

、

彼

は
、

日
本

法

概

念

で

は
、

正
義

の
実

現

が
法

固

有

の
目

的

で
あ

り

、

手

段

で
は

な

い
、

と

い
う

点

を

認

知

し

て

い
た
と

見

る

こ
と

が

で
き

る

。

礼
儀
や
道
徳
の
よ
う
な
規
範
実
現
の
た
め
の

(1452}
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四

影

饗日

朝
鮮

王
朝

の
伝
統
的
な

司
法
制
度

と
行
刑
制
度

は
、
朝
鮮
政
府

が
そ

の
生
存

の
た
め

に
、
試
図

・
推
進

し
よ
う

と
し

た
開
化

・
自
強
政

策
を
支
え

る
た
め
に
は
、
根
本
的
な
不
合
理
性

乃
至
脆
弱
点
を
持

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、
従
来
「
経
国
大
典
」

(
　
四
七

一
年
)

に
基
礎

づ
け
ら
れ

て

い
る
朝
鮮
王
朝

の
統
治
体
制

は
、

立
法

・
司
法

・
行
政
な
ど
、
三
権

の
分
立

が
明
確

で
な

い
ま
ま

に
、

混
在
し

て

い

た

の
で
、
行
政
各

部
署

が
国
王

の
直
属
機
関

と
し
て
並

立
し
て
、
相
互

間

に
上
下

の
命
令
体
系

が
明
ら

か
で
な
く
、
所
管
事

項

も
重
複

さ

れ
て
非
能

率
的
な
幣

害

が
あ

っ
た
。

そ
し
て
、

伝
統
的

に
裁

判
権

に
従
属

さ
れ

て

い
た
た
め
、
刑
曹

・
漢
城
府

・
司
憲

府

・
義
禁

府

・
掌

隷
院

・
観
察
使

・
守
令
な

ど
、
諸

司
法
外

に
、
中

央

の
権
威
的

部
署
も
逮
捕
と
拘
禁

の
権
限
を
行
使

で
き

た

の
で
あ
り
、
刑
事

手
続

き
に

お

い
て
も
判
官

が
直
権

で
被
疑
者

を
逮
捕

し

て
、

一
方
的

に
訊
問

・
拷
問
し

て
処
理
す

る
糾
問
・王
義
的
刑
事
制
度
を
採
り
、
権

力

の
濫

用

(37

)

 を
防
げ
な

か

っ
た

の
で
、
国

民

(民
人
)

の
人
権

は
保
障
す

る

こ
と

が
出
来
な

か

っ
た
。

し

た
が

っ
て
、
国
家

の
対
内
外
的

独
立

に
必
須
不
可
欠

な
近

代
的
法
制

の
樹
立
を
主

導
し

て
行
く

日
本

の
司
法
省

の
よ
う

な

、
中
枢
的

な
機
関

が
不
在

で
あ

る
状
況

で
あ

っ
た

の
で
あ
り
、
さ
ら

に
開

化

・
自
強
政
策
、
す
な
わ
ち
、
近
代
化

の
土
台

で
あ

る
近
代
的
市
民
層

の

生
成

と
社
会
的
安
定
を
支
え

る
西
欧
列

強
と

の
条
約
締
結

の
際

に
、
治
外
法
権

の
許
容
を
防
ぐ
裁
判

・
法
律
体

系
も
不

備

で
あ

る
状
況

で

あ

っ
た
。

そ
れ

で
、
朝
鮮

政
府

は
朝
士
、
厳
世
永

に
日
本

の
司
法
制
度

な
ど
を
把

握

・
報

告
す

る
任
務
を
付
与
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

近
代
法
制

の
樹

立

に
逼
進
し

て

い
た
日
本

の
経
験
を
受
容

・
導

入
し
よ
う

と
し
た

の
で
あ

る
。

彼
を
中
心
と
し
た
朝
士
視

察
団
は
、

日
本

視
察
団
を

通
じ

て
、
多

く

の
知
的
衝
撃
を
受
け

た
も

の
と
思

わ
れ
る
。

そ

の
例

と
し
て
、
朝

士
、
魚

允
中

は
日
本
視
察

を
通
じ

て
、
従
来

の
復
古

・

尚
古
主
義

的
経
世
論
か
ら
脱
皮
し

て
、
急
進
開
化

派

で
あ

る
金

玉
均
な

ど
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
日
本
乃
至

西
欧

志
向

の
改
革
観

を
確
立
し
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た
改
革
政
治
家

と
し

て
生

ま
れ
変

わ
り
、
思

想
的

な
転
換

を
成

し
遂
げ

た

の
で
あ

る
。

厳
世
永

も
、
明
治
維
新
以
後

日
本

が
整
備

し
た
三
権

分
立
に
伴
う

司
法
権

の
独
立
、
行
政
権

の
隷
属

か
ら
抜
け
出

た
近
代
的
裁

判
制
度
、

強
力

な
権

限
を
持

つ
司
法
卿
中

心

の
司
法
行
政
体
系

、
そ
し

て
近
代

西
欧
法
を
継
受
し
た
刑
法
な

ど
を
調
査

・把
握
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、

朝
鮮

の
司
法
制
度

と
行

刑
制
度

の
改
革

が
必
要

で
あ
る

こ
と
を
自
覚
す

る
よ
う

に
な

っ
た
、

と
思
わ
れ

る
。

ま
た
、
彼

の
経
験

は
個
人
的

な
次
元

で
死
蔵
さ
れ
た

の
で
は
な

い
。

彼

が
残
し

た
日
本

の
司
法
制
度

と
刑
法
な

ど
を
紹
介
し

た

「聞

見

事
件
」

と
総
計
七
巻

の

「
司
法

省
視
察
記

」
は
、
国

家
意

思
決
定
者

ら
を
刺
激
し
、
朝
士
視
察
団

の
帰
国
直
後

で
あ

っ
た

一
入
入

一
年

一

一
月

四
日
に
、
行
な
わ
れ
た
統
理
機

務
衙
門

の
機

構
改
編

の
時

に
、
隷

下
七
司

の
中

で
、
律
例

司
を
設
置
す

る
際

に
貢
献

し
た

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、
厳
世
永

も
同
年

=

月
二

]
日
に
、
律

礼
司
、
堂
上
経
理
事

に
任
用
さ
れ
、
日
本
視
察
を
通
じ

て
確
保
し

た
専
門
知
識
を
活

　　

用
す

る

こ
と

が
出
来

た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
厳
世
永

が
残
し

た
文
献
ら

は
活
字
化

さ
れ

一
般

に
流

布
さ
れ
は
し
な

か

っ
た
が
、
朝
鮮
開
化

・

自
強
を
熱

望
し

て

い
た
開
花
派
人
士

た
ち

に
影
響

を
及

ぼ
し
、
従
来

の
拷
問

・
酷
刑
中
心

の
行
刑
制
度
や
行
政
権

に
従
属

さ
れ

た
司
法
制

度

の
問
題
点
を
悟

る
よ
う

に
な

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

そ

の
例

と
し

て
、
金

玉
均

は

一
八
八
二
年
壬
午

軍
乱

の
収
拾

の
た
め

に
派
遣

さ
れ
た
朴
泳
考

・
修
信
使

一
行

の

一
員
と
し

て
、
日
本

滞

在
中

に
作
成

し
た
改
革

論

で
あ

る
「
治
道
略
論
」
で
、
"
法
律

に
関
す

る
学

問
が
発
興
し

た
後

で
、
庶
務

が
第

一
歩
を
踏

む
こ
と
が
で
き
る
、
"

　
　
　

と
言

い
、
法
制

の
整
備

が
近
代
国
家

が
樹

立
す

べ
き
礎

石

で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
、

財
産
権

の
尊
重
と
人
権

の
重
視
を
担
保
す

る

ハも

た

め

、

酷

刑

の
廃

止

や

懲

役

制

度

実

施

の

た

め

の
法

律

制

度

制

定

を

次

ぎ

の
よ

う

に
促

し

た

の

で

あ

る

。

「
凡
そ
、
罪
人

に
赤

い
服
を
着

せ
る
懲
役

の
法

は
、
古
典

に
載

っ
て
お
り
、

い
ま
海
外

の
全

て

の
国

が
施
行

し

て
い
る
。
日
本

も
近
来
施

行
し

て
い
る
が
、
朝

鮮

だ
け

が
聖

人

の
政
を
復
古

さ
れ
な

い
で
い
る
。

[
朝
鮮

が
]
欠
け

て
い
る

こ
と
は
、
治
道
、
巡

・
検

・
懲
役

で
あ

る
が
、

[
こ
の
三

つ
は
]
鼎
足
之
勢

の
よ
う

な
も

の
で
、

一
つ
で
も
欠
け

る

こ
と

の
で
き
な

い
も

の
で
あ

る
。
但

し
、
現
行

の
刑
政
だ
け
を
論
じ

て
見

て
も
、
法
が
古

い
の
で
乱

さ
れ
て
、
入
名

と
財
産

を
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強
奪

す
る
…
…
。
当
然
、
新

た
に
法
律

を
定

め
、
軽

罪
を
犯
し

た
も

の
は
捉

え
て
仕
事

を
さ
せ
、

の
裁
決
が
あ

っ
て
こ
そ
、
実
効

が
期
待

で
き

る
も

の
で
あ

る
。
」

自
贈
さ

せ
る
べ
き

で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
必
ず
、
聖
上
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朴

泳
孝
も
甲
申
政
変

の
失
敗
後
、
亡
命
地

で
あ

る
日
本

で

一
八
八
八
年

に
上
奏

し
た
戊
子
上
訴

の
な

か
で
、
新

法

が

"
民
国

に
大
き
く

役
立

っ
て
旧
法
よ
り
遙

か
に
良

い
も

の
で
あ

れ
ば
、

騒
擾

・
粉
転

の
議

が
あ

る
と
し

て
も
、
果
敢

に
断
行
"
す

べ
き

で
あ

る
と
主

張
し
な

(
42

)

が
ら

、

そ

の
具

体

策

と

し

て

"
私

刑

・
私
裁

"

の
廃

止
、

公

開

裁

判

の
実
施

、

連
座

罪

の
廃

止

、

酷

刑

と
拷

問

の
廃

止

、

罪

刑

証

拠
主

義

　　

　を

の
採
択
、
懲
役
制
度

の
実
施

な
ど
を
建
議

し
た

こ
と
が
あ

っ
た
。
特

に
、
彼

は
、

"
法

が
酷

い
の
で
、
国

の
主
権

を
外
国

に
失
う

"
、
と
看

倣
し
、
酷

刑
を

用

い
る
刑
事
手
続

き

の
欠
陥

が
治
外
法
権

の
許
容

の
よ
う

な
、

司
法

の
対
外

的
従
属

を
も

た
ら
す

も

の
と
見

な

し

た

の

(
44

)

で
あ

る
。

最
初

の
西
欧
近
代
法

を
受
容

し
た
朝

士

・
厳

世
永

の
視
察
活
動

が
納
め

た
成
果

は
、
壬
午
軍
乱

と
甲
申
政
変

の
失
敗
以
後
、

清
国

の
対

朝
鮮

干
渉
政
策

が
著

し
く
強
化

さ
れ
、
朝
鮮

の
司
法
制
度

と
法
制

の
改
革

へ
と
連
結
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
。
し

か
し
、

彼
が
収

め
た
成
果

は
無
化

・
死
蔵

さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
開
化

派
人
士

た
ち

に
、
朝
鮮

の
伝
統
的
な

司
法

・
行
政
制
度

の
矛
盾
を
悟
ら

せ
る
契
機

と
し

て
働

い
た

の
で
あ
り
、

そ

の
よ
う

に
触
発

さ
れ
た
改
革
意

志
は

一
八
九
四
年
甲
午
更
張
運
動

の
昂
揚
期

に
、
日
本

の
直
接
的

干
渉
な
(
45

)

し

に
、
朝
鮮

人
開
化

派
人
士
た
ち

が
主

動

に
な

っ
て
遂
行
し

た
軍
国
機
務
処

の
改
革
立
法
活
動

の
な
か

で
初

め
て
実
現

さ
れ
た

の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

本

研
究

に
お

い
て
は
、

一
入
八

一
年
、

日
本

の
司
法

・
法
律
制
度

を
調
査

し

て

い
た
朝
士
視
察

団
、
朝
士

・
厳

世
永

の
背

景

と
活
動
を

考
察

し
た
後
、

彼

が
残
し

た

「
聞
見
事
件
」

と
総
計
七
巻

の

「
司
法
省
視
察
記
」

な
ど
を
分
析

し
、
彼

が
日
本

の
司
法
制
度

と
刑
法
を
、
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ど

の
よ
う

に
認
識

・評
価

し
、
彼

が
収

め
た
成
果

が
朝
鮮

の
近
代
法
制
樹

立
過
程

に
、

ど

の
よ
う

な
影
響

を
及

ぼ
し

た
の
か
を
考
察
し

た
。

そ

の
結
果
、

つ
ぎ

の
よ
う

な
点
を
究
明
す

る
こ
と

が
で
き
た

の
で
あ
る
。

第

一
に
、
厳
世
永

の
背
景

と
視
察
活
動
を

考
察

し
た
結
果
、
次
ぎ

の
こ
と
が
分

か

っ
た

の
で
あ

る
。
ま
ず
、
彼
は
、
承
政
院

・
弘
文
館

・

司
憲
府

な
ど

の
清
要

職
と
暗
行
御
使

・
冬
至
使
書
壮
官

な
ど
を
歴

任
し

た
官
歴

と
閏
氏

派
と

い
う

政
派
を
背
景

に
し

て
朝
士

に
任
命

さ
れ

た

の
で
あ

る
。

つ
ぎ

に
、
彼
は
、

日
本
貨
幣

一
、
三

六
六
圓

(円
)
を
視

察
経
費

を
持

っ
て
、
約

三
ヵ
月
余

り

に
亙

っ
て
、

「
司
法
省

職
制

事

務
章

程
」
な
ど
、

司
法
省
と
裁
判
所

の
職
制
と
章
程
、

一
入
七
〇
年

と

一
入
七
三
年

に
中
国
法
を
継
受
し

て
制
定
し

た

「
新
律

綱
領
」

と

「
改

正
律
例
」
、

一
入
八
〇
年

に
フ
ラ

ン
ス
法
を
真
似

て
制
定
し

た

「
刑
法
」
と

「
治

罪
法
」
お
よ
び

「
訴

訟
法
」
と

「
監
獄
則
」
な

ど
、

日
本

が
明
治
維
新

以
後
、
当
時

ま

で
整
備
し

て
お

い
た
司
法

体
系
と
新

旧
刑
法
な

ど
に
関
す

る
知
識

と
情
報
を
収
集
し
、

「聞

見
事
件
」
と

総
計
七
巻

の

「
日
本

司
法
省
視
察
記
」

に
書

れ

て
残
さ
れ

て

い
る
。

第
二

に
、

彼

の
日
本
司
法
制
度

に
対
す

る
理
解
を
考
察
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
彼

が
三
権
分
立

に
伴
う

司
法
権

の
独
立
、
行

政
権

の
隷

属

か
ら
抜

け
出
し
た
近
代
的
裁
判
制
度
、

強
力
な
権
限
を
持

つ
司
法
卿
中

心

の
司
法
行
政
体
系
な

ど
、
朝
鮮

で
最
初

に
、
近
代
的

司
法
制

度

を
把
握

・
紹
介

し
た
人
物

で
あ

る
こ
と
を
明
か

に
し

た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
彼

は
、

日
本

の
司
法
権

が
三
権
分
立
原
則

に
立
脚
し

て

行
政
権

か
ら
独
立
さ
れ

て
お
り
、
地
方
裁

判
所

・
上
等
裁

判
所

・
大
審
院

へ
と
連
な

る
裁
判
体
制
も
整
備
し

て
お
り
、
実
際

に
、

司
法
全

般

が
全
国
法
憲

を
管
掌

し
、
各

裁
判
を
統

括
す
る
強
力
な
権

限
を
持

つ
司
法
卿
中
心

の
統
制

下

に
あ

る
こ
と
を
把
握
し

て

い
た
。

そ

の
他

に
も
、
彼

は
、

弾
劾
主
義

に
立
脚
し
た
刑
事

訴
訟
手
続

き
、

司
法

卿
中

心

の
司
法
行
政
を
支
え
る
卿

・
大
輔

・
少
輔

・
書
記
官

・
属
官

・

等
外

へ
と
、
連

な
る
効
率
的

な
官

職
体
制

と
三
局
入
課

の
専

門
的
行

政
体
系
、
そ
し

て
法
官
養

成
制
度

な

ど
も
把
握
し

て

い
た
。

第
三

に
、
彼

の
日
本

の
刑
法

に
対
す

る
理
解
を
考
察
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
彼

が
日
本

の
刑
法
制
定

の
法
精
神

が
礼
儀
や
道
徳
な

ど
、

規
範

の
実
現

で
は
な

い
正
義

の
実

現

に
あ

る

こ
と
を
認
知

し
た

こ
と
を
明
ら

か
に
し

た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
彼

は
、

日
本

の
刑
法

が
同
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等
権

に
立
脚
し
、
士
族

は
法
治

で
は
な

い
礼
治

の
対
象

で
あ

る
と

い
う
、
伝

統
的
な

法
観
念
を
乗

り
越
え

て
、

法

の
前

で
は
萬

民

が
平
等

で
あ

る
と

い
う

正
義

の
具
現
を

理
想

と
す

る
西
欧
法
思
想

に
基

づ
く
も

の
と
看
倣
し

て

い
た

の
で
あ

る
。
ま

た
、
彼

は
、

日
本

の
行
刑
制

度

が
東
洋

の
伝
統
的
刑
罰
巾
心

の
刑
名

之
学

と

は
根
本

的

に
異
な
る

"
民
人

の
健
康

と
衛
生
を
守

る

こ
と

に
、
そ

の
極
を
尽
く
す

治
国

の

契
約
"

と
し
て
看
倣

し
た

の
で
あ
る
。

第

四

に
、
彼

が
日
本

の
司
法
制
度

と
刑
法
を
調
査

・
把
握
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
確
保
し

た
西
欧

の
近
代
法
制

に
対
す

る
知
識

と
情
報

が

朝
鮮

の
近
代
法
制

樹
立
過
程

で
、

ど

の
よ
う

な
影
響
を
及

ぼ
し

た

の
か
を
考
察
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
彼

が
収
め
た
成
果

が
長

期
的

に
、

一
八
入

一
年
以
後
、
法
制
改
革
運
動
を
推
動

さ
せ
た
知
的
財
産

と
し
て
機
能

し
た

こ
と
を
明
か
に
す
る

こ
と
が

で
き
た
。
す

な
わ
ち
、
彼

が
確
保

し

た
西
欧
近
代
法
制

に
対
す

る
知
識

と
情
報

は
壬
午
軍
乱

(
一
八
入
二
年
)

と
甲
申

政
変

(
一
八
八
四
年
)

以
後
、
強
化

さ
れ
て

行
く
清
国

の
干
渉
政
策

の
結
果
、
短
期
的

に
は
朝
鮮

の
司
法
制
度

や
法
律

の
改
革
を
引
き
出
す
契
機

に
す

る

こ
と

に
は
失
敗
し

た

の
で
あ

る
。
し

か
し
、
彼

が
収

め
た
成
果

は
朝
鮮

の
開

化

・
自
強
を
熱

望
し

て

い
た
開
化
派
人
士

た
ち

に
影
響
を
及

ぼ
し
、
従
来

の
拷
問

.
酷
刑

中
心

の
行
刑
制
度

や
行
政
権

に
従
属

さ
れ
た
司
法
制
度

の
問
題
点
を
自
覚

さ

せ
る
こ
と

に
寄
与
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
長
期
的

に
見
る
時

に
は
、
朝
士
視
察
団

に
始

ま
る
日
本

を

モ
デ

ル
と
し

た
、

司
法
制
度

と
法
律

改
革

の
本
格
的
な
実
現

は
甲
午
更
張

(
一
入
九
四
年
)

か
ら

そ

の
成
果
を
見

る

こ
と
が

で
き
る
。

し

た
が

っ
て
、
朝
鮮

に
お
け

る
初

め
て

の
、
自
発
的

・
体

系
的
な
、

日
本
を
通
じ

て

の
西
欧
近
代
法
制
を
理
解

・
受
容
し
よ
う

と
し
た

朝
士
視
察
団

は
、
朝
鮮
近
代

西
欧
法
受
容
史

と
司
法
制
度

形
成
史

に
お

い
て
、
そ

の
起
点

に
な

る
も

の
と
見

る

の
が
妥
当

で
あ

る
、
と
考

え

る
。

391

☆
こ
の
論
文
は

一
九
九
六
年
度

慶
煕
大
学
校

校
費
研
究
費
に
よ

っ
て
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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(
1
)

第

一
.
二
次
修

信
使
金
綺

秀

と
金
弘
集
は
そ
れ
ぞ
れ

"
立
法
必
以
信

徒
木
棄
灰

未
之
或

一
失

故
上
使
下

下
事
上
無

少
疑
阻

無
少
携
武

有

罪
當

死

死
而
無
怨

自
知

死
罪

不
敢
幸
生

所

以
畏
罪
不
犯

各

率
其
職
"
"
其
刑
法

凡
闘
欧
孚
訟

必
罰
鍍

其
罪
重
者

衣
之
緒
衣

役
作

於

公

随
其

犯

而
年

限
為
之
久

近

以
故
犯

の
者

少
殆
近

古
意

"
と
日
本

の
法
制
を
好
評
し

た
。
国
史
編
纂
委
員
会
編

《
修
信
使

記
録

u
全
》

(
ソ
ウ

ル

"

探
求
堂
、

]
九

七

一
)
、
六
九

～
七

〇
ペ
ー

ジ
、

一
五
三

ペ
ー

ジ
。

(2
)

嚴
世
永
、
《
見
聞
事
件
》

(奎
章

閣

圖
書
番

號

〈
以
下

"
番
号
"
と
称
す
〉
二

三

=

1

一
)
。

こ
の
正
体
報
告
書
以
外

に
も
彼

は
別
軍

が
も

っ
と
入

っ

て

い
る

《
日
本
見
聞
事
件
草

(
一
)
》

(番
号

"
七
七

六
九
-

一
)

と

《
日
本

見
聞
事
件
草

(二
)
》

(番
号

"
七
六
入
九
-

二
)

二
巻

の
抄
本
を
残
し

て

い

る
。

(3
)

厳
世
永

《
日
本

司
法
省
視
察
記

(
一
)
～

(七
)
》

(番
号

h
三
七
〇
三
ー

一
～
七
)
。

(4
)

。
碁

P

bd
8

叩
臼

o
評
、
前
掲
書

一
崔

鍾
庫
、

一
八
i

二
六
ペ
ー
ジ
、

、
「
韓
国
法
思
想
史
」
、

(
ソ
ウ

ル

H
ソ
ウ

ル
大
学
出

版
部
、

一
九
八
九
)
。

二

〇
六
-

二
〇
八

ペ
ー

ジ
、
韓
国
法
制
研
究
院
、
「
韓
末
法
令
休
系
分
析
」

(
ソ
ウ

ル
、
韓
国
法
制

研
究
院
、

一
九
九

こ

、
二
ニ
ー

二
四
ペ
ー

ジ
。
特

に
、
「
韓

末
法
令
体
系
分
析
」

で
は
、
甲
午
更
張

を
近
年
法
史

の
起
点

と
し
て
看
倣
し

て
き
た
従
来

の
法
制
史

研
究
を
韓
国

史

の
自
主
的

発
展
を
否
定
す

る
も

の
で

あ
る

と
見

て
、
韓
国
近
年
法
史

の
起
点
を
再
考
す

べ
き

で
あ

る
、

と

い
う
問

題
提
起

を
し
た

こ
と
が
あ

る
。

(5
)

崔
鍾
庫

は
、
当
時
、
朝
士
視
察
団

が
西
欧
法
を
受
容
す

る
意
識
を
備
え

て

い
な
か

っ
た
た
め
に
、

"
日
本

の
無
批
判
的
西
欧
法
受
容
を
批
判
し

た
だ
け
"

で
あ
る
と
過
小
評
価
し

て
お
り
、
厳
世
永

の
日
本
法
体
系

に
対
す

る
認
識

が
含

ま
れ
て

い
る

「
聞
見
事
件

」
は
分
析

せ
ず
、
「
日
本

司
法
省
視
察
記

」
の
内

容
だ
け
を
簡
略

に
紹
介
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら

文
献

が
韓
国

の
西
欧
法

受
容
史

で
占
め
る
意
義

を
看
過
し
た

の
で
あ
る
。
崔
鍾
庫
、
「
韓
国
法
学
史
」

(
ソ
ウ

ル
、
博
英
社
、

一
九
九
〇
)
、
七
〇
1
七
七

ペ
ー

ジ

(
6
)

朝

士
視
察
団

を
扱

っ
た
研
究
と
し

て
は
、
鄭
玉
子
、
〈
紳
士
遊
覧
團
考
〉
、
《
歴
史
學
報
》
二
七

(
]
九
六
五
)
一
拙
稿
、

△

八
八

一
年
朝
鮮

朝
士

日
本

視
察
團

に
関
す

る

一
研
究
〉
、
《
韓

國
史

研
究
》
五
二

(
一
九
入
六
)
一
1

、

〈
一
八
八

一
年

朝

士
視
察
團

の
明
治

日
本

政
治
制
度

理
解
〉
、
《
韓

国
史

研
究
》
八

六

(
一
九
九

四
と

ー

〈
一
入
入

一
年

朝
士
視
察
團

の
活

動
に
関
す

る
研
究
〉
、

《
國
史
館
論
叢
》

六
六

(
一
九
九

五
)
一

〈
一
入

入

一
年
朝
士

魚
允
中

の

日
本

経
濟

政
策

の
認
識
〉
、
《
韓
国
史

研
究
》

九
三

(
一
九
九
六
)

な
ど

が
あ
る

(7
)

拙
稿
、

「
一
八
入

一
年

朝
士
視
察
団

の
活
動

に
関
す
る
研
究
」
、

二
〇
～
二
三

ペ
ー
ジ
、
参

照

(8
)

拙
稿
、
上
掲
論
文
、

二
六
-
三

二
ペ
ー

ジ

一
厳
世
永
、

「
聞
見
事
件
」

一
-

六
、

一
一
-

一
七

ペ
ー

ジ
参
照

(9
)

嚴
世
永
、
《
日
本

司
法
省
視

察
記

(
]
)
》
、
三

ペ
ー

ジ
、
蓋
刑
法
治
罪
法
憲
法

訴
訟
法

民
法
商
法

乃
佛
人
所

謂
六
法
也

致
未

墨
就

具
不

及
布

如
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訴
訟

一
款
是
也

故
取
事
務
章
程
刑
法
治
罪
法
訴
訟
法
監
獄
則
新
律
綱
領
改
定
律
例
撮
要
改
定
律
例
七
冊

翻
謄
編
次
。

(10
)

明
治
政
府

の
司
法
制
度
改
革
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
石
井
良
助
、
《
明
治
文
化
史

"
法
制
編
》
二

(東
京

H
原
書
房
、

一
九
八
〇
)
"
福
島
正
夫
編
、

《
日
本
近
代
法
体
制
の
形
成
》
上

(東
京

"
日
本
評
論
社
、

一
九
入

一
と

染
野
義
信
、
〈裁
判
制
度
〉
、
鵜
飼
信
成

等
編
、
《講
座
日
本
近
代
法
登
達
史
》

六

(東
京

"
勤
草
書
房
、

一
九
五
九
と

、
〈司
法
制
度
〉、
《
講
座
日
本
近
代
法
獲
達
史
》
二

(東
京

u
勤
草
書
房
、

一
九
五
入
)
"
利
谷
信
義
、
〈近

代
法
膿
系

の
成
立
〉、
《岩
波
講
座

日
本
歴
史
》
近
代
三

(東
京

目
岩
波
書
店
、

一
九
七
六
)
一
菊
山
正
明
、
《
明
治
國
家
の
形
成
と
司
法
制
度
》

(東
京

口
御

茶

の
水
書
房
、

一
九
九
三
)
一
丘
乗
朔

繹
、
石
井
良
助

編
、
〈
司
法
権

濁
立

の
軌
跡
と
裁
判
制
度

の
攣
遷
〉
、
《
日
本
の
近
代
化
と
制
度
》
〈
ソ
ウ
ル

日

教
學
研
究
社
、

一
九
九
三
〉
な
ど
を
参
考
し
た
。

(11
)

厳
世
永
《
「聞
見
事
件
」》
、
三
七
ぺ
:
ジ
。
至
四
年
辛
末

始
磨
刑
法
官
刑
部
省
等
官

合
弾
正
吉室
職
務

而
置
司
法
省

定
三
局
八
課
之
制

設
大
審

院
裁
判
所
検
事
局
上
等
裁
判
於
司
法
省
同
構
内

弁
設
各
地
方
裁
判
所

又
置
其
支
廉
及
各
匪
裁
判
所

分
其
管
掌
而
民
事
刑
事
告
訴
告
登
勧
解
糾
問
公

判
宣
告
等
。

(12
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
三
入
ペ
ー
ジ
而
實
其
國
制
所
定

則
行
政
興
立
法
司
法

不
得
相
混
相
關
。

(13
)

朴
定
陽
、
《
日
本
國
聞
見
條
件
》、
《
朴
定
陽
全
集
》
五

(ソ
ウ

ル

　
亜
細
亜
文
化
社
、

一
九
八
四
)
、
二
五
～
二
六
ペ
ー
ジ
。

一
遵
西
洋
之
制

有
立
法

行
政
司
法
之
構

倣
英
國
上
下
之
議
院

而
設
元
老
院
大
審
院

凡
有

一
法

無
論
官
民

必
就
大
審
院
而
登
議

自
大
審
院
進
干
太
政
官

大
政
官
付

於
元
老
院

而
會
集
各
省
官
吏

不
計
言
者
之
貴
賎

ロ
ハ取
其
法
之
可
否

有
議
長
者

専
管
議
席

錐

一
法

一
令

必
爲
議
決
於
會
議
後
施
行

此
是

立
法
之
大
要

而
法
令

一
定

則
随
其
襯

當
囑
於
各
省
各
地
方
而
行
之

此
所
謂
行
政
之
要
領

夫
司
法
者

專
係
司
法
省
裁
判
所
之
所
掌

各
府
縣

亦
有
裁
判
所

以
管
訴
訟
等
事
務

而
知
事
令
則
係
是
行
政
之
官

故
不
預
焉
。
等
事
務

而
知
事
令
則
係
是
行
政
之
官

故
不
預
焉
。

(14
)

崔
鍾
庫
、
《
韓
国

の
西
洋
法
受
容
史
》、
二
九
六
ー
二
九
七
ペ
ー
ジ

旧
拙
稿
、
〈
一
入
八

一
年
朝
士
視
察
団
の
明
治
日
本
政
治
制
度
の
理
解
〉、

=

コ

～

一

二
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

(15
)

牧

英
正
・藤
原
明
久
編
、
《
日
本
法
制
史
》
(東
京

一
青
林
書
院
、

一
九
九
三
)
=
=

三
⊥

三

一四
ペ
ー
ジ

一
久
保
田

穰
、
〈
明
治
司
法
制
度
の
形
成
・

確
立
と
司
法
官
僚
制
〉、
利
谷
信
義

等
編

《
法
に
お
け
る
近
代
と
現
代
》

(東
京

u
日
本
評
論
社
、

一
九
九
三
)、

=
二
九
～

一
四

一
ペ
ー

ジ
。

(16
)

厳
世
永
、
「
日
本
司
法
省
視
察
記

二

)」
二

一
ペ
ー
ジ
。
大
審
院

爲
受
民
事
刑
事
上
告

破
殿
上
等
裁
判
所
以
下
審
判
不
法
者

塵
以
主
持
統

一
之

法
憲
。

(17
)

厳
世
永
、
「聞
見
事
件
」、
四
四
～
四
五
ペ
ー
ジ
。
凡
置
上
等
裁
判
所
者
四

即
東
京
大
阪
長
崎
宮
城

特
就
其
都
會
之
地
而
設
之
使
管
掌
各
地
方
訴
訟
。
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(18
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
四
五
ペ
ー
ジ

地
方
裁
判
所

卿
於
各
地
方
置
司
法
官
之
所
也

配
置
於
地
方
官
所
在
庭

分
掌
行
政
司
法
之
事
。

(19
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
四
六
-
四
七
ペ
ー
ジ
。

一
切
民
事

無
輕
重

皆
爲
審
判
之

亦
得
以
自
断
懲
役
以
下
罪

若
重
罪
之
當
擬
終
身
懲
役
者

具
擬

律
案
申
干
上
等
裁
判
所

得
其
許
可
之
批
判
然
後

乃
爲
宣
告

施
行
死
罪
獄

則
裁
判
官
具
審
案
及
澄
愚
物
件
並
擬
律
案

逓
送
干
上
等
裁
判
所

上

等
裁
判
官
審
閲
判
決

取
上
干
大
審
院

大
審
院
受
其
文
案

批
可
還
送

其
否
者

改
擬
當
律
而
還
付
上
等
裁
判
所

上
等
裁
判
所
以
其
文
案
又
還
付

原
裁
判
所

原
裁
判
所
取
其
行
下
文
案
乃
爲
宣
告
之
。

(20
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
四
九

ペ
ー
ジ
。
高
等
法
院

凡
危
害
王
室
謀
起
丙
齪
誘
導
外
患
者

按
治
之
所
也
…
高
等
法
院
本
無
常
設
之
院

有
獄
則
臨
時
奏

請
開
院
。

(21
)

厳
世
永

の

「
日
本
司
法
省
視
察
記

(三
)
」
は
刑
事
訴
訟
法
に
該
当
す
る

「治
罪
法
」
を
漢
訳
し
て
お
い
た
も

の
で
、
総
計
二

一
五
ペ
ー
ジ
に
達
す
る
。

総
計
六
編
四
入
O
條

で
構
成
さ
れ
た

「治
罪
法
」
の
主
要
内
容
は

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
編

の

"総
則
"
に
は
、
公
訴
と
私
訴
に
関
す
る
条
項
が
、
そ
し
て
、
第
二
編

"刑
事
裁
判
所
機
構

(構
成
)
お
よ
び
権
限
"
に
は
、
違
警
罪
裁
判

所

・
軽
罪
裁
判
所
、
公
訴

[抗
訴
]
裁
判
所

・
重
罪
裁
判
所

・
大
審
院

・
高
等
法
院
な
ど
、
裁
判
所
の
構
成
に
関
す
る
条
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
三
編

"罪
犯

[犯
罪
]
捜
査
起
訴
お
よ
び
予
審
"
に
は
、
告
訴

・
告
発

・
現
行
犯
罪
に
関
す
る
捜
査
原
則
、
検
察
官
と
刑
事
原
告
に
よ
る
起
訴
手
続
き
、
令
状

・

密
室
監
禁

・
証
拠
、
被
告
人
推
問

[訊
問
]
と
対
質

・
検
証
と
物
件
勅
俺

[留
置
]
・
証
佐
人
推
問

[証
人
訊
問
]
・
鑑
定

・
現
行
犯
予
審

・
保
釈

・
予
審

集
結
な
ど
予
審
手
続
き
に
関
す
る
条
項
が
書
れ
て
い
る
。
第
四
編

"
公
判
"

に
は
違
警
罪

・
軽
罪

・
重
罪
な
ど
罪
質
に
伴
う
公
判
手
続
き
に
関
す
る
条
項

が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
五
編

"大
審
院
職
務
"
に
は
、
上
告
と
再
審

の
訴
な

ど
に
関
す
る
条
項
が
書
れ
て
お
り
、
第
六
編

"裁
判
施
行
と
復
権
お
よ
び
特

赦
"
に
は
、
裁
判
施
行

・
復
枚

・
特
使
に
関
す
る
条
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(22
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
四
三
-
四
四
、
五
六
-
五
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

(23
)

久
保
田

穰
、
前
記

の
論
文
、

一
九
二
～

=
二
入
ペ
ー
ジ

一
菊
山
正
明
、
前
掲
書
、

一
五
～
二
五
ペ
ー
ジ
。

(24
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
三
六
ペ
ー
ジ
。
管
理
關
於
裁
判
者

弁
司
法
警
察
之
所

乃

一
國
掌
禁
之
官
也
。
嚴
世
永
、
《
日
本
司
法
省
視
察
記
録

(
一
)》
、
五

ぺ
ー
ジ
で
は

"爲
管
理
關
於
裁
判
弁
司
法
警
察
事
務
"
と
定
義
し
て
い
る
。

(25
)

厳
世
永
、
「聞
見
事
件
」
、
三
七
-
三
入
ペ
ー
ジ
。
司
法
省
置
卿

一
人

以
勅
任
官
爲
之

統
率
部
下
官
員

兼
監
督
各
判
事

官
而
其
奏
任
以
上
則
具

状
而
翻
防
之

奏
任
以
下
官
則
専
行
而
進
退
之

凡
於
法
律
事
項

有
可
以
布
行
者

有
可
以
補
正
者
得
以
具
意
見

奏
請
行
之

由
是
得
列
於
元
老
院

議
席
辮
論
其
利
害

又
以
行
政
事
項

列
干
本
省
章
程
中

而
實
其
國
制
所
定

則
行
政
與
立
法
與
司
法

不
得
相
混
相
關

然
立
法
官
所
議
即
司
法
官
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所
管

行

政
官

所
行
亦
司
法
官
所
務
所
以
司
法
卿
之
参
其
議
而
知
其
政
也
。

(
26
)

厳
世
永
、
「
司
法
省
視
察
記

(
一
)
」
、

一
四
-

一
五
ペ
ー

ジ
。

第

一
條

第
二
條

第
三
條

第
四
條

第
五
條

第
六
條

第
七
條

第
八
條

第
九
條

第
十
條

行
政
裁
判
事
項

攣
更
司
法
警
察
事
務
事
項

定
規
程
關
於
法
庭
事
項

於
主
管
事
務
作
布
達
事
項

派
遣
部
下
官
吏
及
生
徒
於
外
國
事
項

諸
裁
判
所
及
検
事
局
蛮
置

弁
諸
裁
判
所
長
任
免
事
項

各
局
獲
置

局
長
任
免
事
項

定
諸
裁
判
所
及
各
局
庭
務
規
程
事
項

外
國
人
解
傭
事
項

真
創
事

或
攣
更
善
規
事
項

(27
)

厳
世
永
、
「聞
見
事
件
」
、
三
七
-
四
〇
ペ
ー
ジ
。
卿
之
下
有
大
輔

一
人

卿
有
事
故

代
理
其
事

少
補

一
人

亜
於
大
輔

而
大
少
輔
有
具
備
時

有

ロ
バ備

一
人
時

大
書
記
官
三
人

権
大
書
記
官
有
其
位

而
今
無
現
帯
者

亦
或
備

或
不
備

非
如
他
員
官
之
必
備
也

省
書
記
官
二
人

灌
小
書
記

官

一
人

而
書
記
之
官

受
卿
命

幹
理
其
主
務

書
記
之
次

有

一
等
屡
官
二
等
屡
官
三
等
囑
官

至
十
等
屡
官

而
多
少
之
敷

随
時
不
同

或
数

十
員

或
十
絵
員

又
有
等
外

一
等
出
仕
二
等
出
仕
三
等
出
仕

員
数
亦
不
同

此
其
各
省
官
制
之
同
規
也

大
審
院
以
下
置
員

亦
依
比
例
…
本
省
丙

三
局
中

議
事
局
者

凡
事
關
緊
要
亦
渉
疑
難
者

會
議
之
所
也

書
記
官
定
其
會
期

則
議
事
鷹
参
各
員
會
議
之

司
法
卿
及
大
小
補

亦
随
時
而
臨

其
議
席

本
局
所
掌
事
務

遂
月
掲
録

製
爲
月
報

又
諸
編
纂
公
文
而
保
存
之
…
刑
事
局
者

凡
各
所
申
請
事
件
之
関
係
刑
事
者

受
卿
所
命
起
其
案

又
関
係
刑
事
者

視
其
法
律
良
否

改
定
興
號
之
案

乃
爲
起
草
之
所
也

(28
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
四
〇
1
四

一
ペ
ー
ジ

(29
)

厳
世
永
、
■司
法
省
視
察
記
二

)
」、
五
-
九
ペ
ー
ジ
参
照
。
彼
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
司
法
官
員
総
数
は
四
、
二
二
〇
名
で
あ
り
、
そ

の
な
か
で
、

司
法
省
所
属
が
二
七
三
名
、
諸
裁
判
所
所
属

が
三
。
九
四
七
名
で
あ

っ
た
。
職
級
別
に
見
る
と
、
勅
任
が
九
名
、
奏
任
が
二
八
二
名
、
判
任

が

一
、
六
六
九

名
、
等
外
が

一
、
五
〇

一
名
、
御
用
が
七
五
三
名
で
あ

っ
た
。
司
法
省

一
年
予
算
は

一
七
八
万
五
千
圓
で
あ
り
、
卿

の
月
給
は
五
〇
〇
圓
で
、
大
輔
の
そ
れ
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は
四
〇
〇
圓
で
あ

っ
た
。

(30
V

厳
世
永
、
上
掲
書
、
四
〇
i
四

一
ペ
ー
ジ
。
本
省
有
法
學
課

佛
蘭
西
人
爲
授
業
師

聚
生
徒
習
隷
法
律

統

一
年
分
前
後
二
期
圏
鮎
考
課

至
四
年

卒
業
後

選
多
黙
者

付
之
省
丙
屡
官

其
習
法
之
暇

司
法
裁
判
所
巳
決
庭
之
訴
訟
事
件

使
生
徒
假
作
原
告
被
告
代
言
人

演
習
法
庭
訴
訟
之
事

蓋
其
所
習
先
奮
法
次
新
律

而
新
律
則
倶
是
西
法

西
法
之
巾
佛
蘭
西
法
居
多
焉
。

(31
)

手
塚

曲豆
、
《
明
治
初
期
刑
法
史
の
研
究
》

(東
京

日
慶
磨
義
塾
大
學
法
學

研
究
會
、

一
九
五
六
)三
～

一
〇
八
ペ
ー
ジ

一
中
村
吉
三
郎
、
〈明
治
初
期
に

お
け
る
刑
法
〉
、
《
明
治
法
制
史
》
二

(東
京

u
弘
文
堂
、

一
九
六

こ

二
六
ー
九
二
ぺ
ー
ジ

一
吉
井
蒼
生
夫
、
〈近
代
日
本
に
お
け
る
西
欧
型
刑
法
の
成
立

と
展
開
V
、
利
谷
信
義
等
編
、
前
掲
書
、

]
入

一
1
二

=

ペ
ー
ジ
。

(32
)

厳
世
永
、
「聞
見
事
件
」、
七
三
ペ
ー
ジ
。
庚
午
頒
行
之
新
律
綱
領

偽

一
國
通
行
之
律
令

而
逮
癸
酉
参
酌
改
定
日
改
定
律
例
以
爲
成
憲
　

至
上
年

庚
辰
冬

頒
示
刑
法
四
百
三
十
條
治
罪
法
四
百
八
十
條
干
民
間

爲
先
申
之
令

將
以
明
年
壬
午

「
月
爲
始
實
施
之

現
今
新
奮
法
律
参
互
用
之

侯
實

施
之
後

將
蓋
磨
新
律
綱
領
改
定
律
例
之
書
。

(33
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
七

一
ペ
ー
ジ
。
日
人
之
攣
奮
程

一
切
從
新
。
全
倣
乎
泰
西

而
又
取
萬
國
公
法

裁
制
樹
酌

繊
悉
徴
密
要
蹄
至
當

始
焉
定

爲

一
百
九
十
二
條

又
攣
爲
三
百
十
八
條

蓋
腰
拷
訊
行
懲
役

同
等
権

是
其
設
法
之
大
綱
也
。

(34
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
七
二
i
七
三
ぺ
ー
ジ
。
奮
用
閏
刑
以
待
華
士
族

有
謹
愼
閉
門
破
廉
恥

論
今
則
獲

而
不
載
於
四
百
三
十
條
内

即
法
律
上
同

等
灌
之
大
則
也
。

(35
)

事
実
、

一
八
七
〇
年
に
制
定
さ
れ
、

一
八
七
三
年
ま
で
施
行
さ
れ
た

「新
律
綱
領
」
は
日
本
の
古
法
で
あ
る
大
宝
律
と
唐

・
明

・
清
律
を
参
照
し
た
も

の
で
、
華

.
士
族
に
は
換
刑
、
即
ち

"
閏
刑
"
を
認
め
て
、
被
害
者

の
身
分
に
し
た
が
っ
て
、
加
害
者

の
処
罪
を
異
な
る
も
の
に
し
た
。
そ
し
て
ナ
ポ
レ

オ
ン
法
典
を
参
照
し
て
、
流

.
徒

.
杖

.
苔
刑
の
封
建
的
刑
罰
を
廃
し
徴
役
制
を
と

っ
た

]
八
七
三
年
の

「改
定
律
例
」
も
士
族

・
平
民

・
官
吏

・
僧
侶

の
身
分
に
従

っ
て
、
刑

の
適
用
に
差
別
を
置
い
て
い
た
。

(36
)

厳
世
永
、
上
掲
書
、
七

一
-
七
二
ペ
ー
ジ
。
置
勧
解
豫
審
公
判
等

官
権
度
鉄
雨

剖
析
毫
縷

自
然
符
号
於
古
法

其
日
懲
役
者
漢
之
城
朝
唐
之
鏑

成
之
例
也

其
日
照
圓
者

庭
之
贈
金
周
之
罰
鍍
之
制
也

倣
司
冠
結
妊
之
規

而
有
警
察
巡
査
焉

取
國
人
與
罪
之
意
、
而
有
代
言
傍
聴
焉

凡
諸
保

民
康
健
衛
生
受
人

靡
不
用
其
極

其
所
謂
法
者

非
刑
名
法
術
之
流
也

即
所
以
治
國
之
契
約
也
。

(37
)

柳
永
益
、
《
甲
午
更
張
研
究
》
(ソ
ウ
ル

ニ

潮
閣
、

一
九
九
〇
)、

一
五
四
ペ
ー
ジ

u
徐
壼
教
、
《
朝
鮮
王
朝

刑
事
制
度

の
研
究
》
(ソ
ウ
ル

ロ
博
英
社
、

一
九
七
四
)
、

一
〇
i

一
二
ペ
ー
ジ

u
金
漠
春
編
著
、
《
朝
鮮
時
代
刑
典
》
(
ソ
ウ
ル

ニ
ニ
英
社
、

一
九
九
〇
)
四
〇
ー
四
二
、
五
六
ー
五
八
ペ
ー
ジ
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(38
)

拙
稿
、
△

八
入

一
年

朝
士
魚
允
中

の
日
本
経
済
政
策
の
認
識
〉、

一
二
四
-

一
二
九

ペ
ー
ジ
。

(39
)

《承
政
院
日
記
》
高
宗

一
八
年

=

月
四
日
條
、
二

一
日
條
。

(40
)

金
玉
均
、
《治
道
略
論
》
、
韓
國
學
文
献
研
究
所
編
、
《金
玉
均
全
集
》
(ソ
ウ
ル

"
亜
細
亜
文
化
社
、

一
九
七
九
)
、

一
五
ペ
ー
ジ
。
法
律
之
學
興
然
後
、

庶
務
乃
可
就
緒
。

(41
)

金
玉
均
、
上
掲
書
、

一
四
ー

一
五
ペ
ー
ジ
。
凡
罪
人
被
、
懲
役
之
法
、
載
在
古
典
、
而
今
海
外
之
國
皆
行
之
、
日
本
近
又
行
之
、
惟
朝
鮮
未
能
復
古
聖

人
政
、
所
欠
者

治
道
也

巡
楡
也

懲
役
也

如
鼎
足
之
勢

闊

一
而
不
可

第
以
現
行
刑
政
論
之

法
久
而
棄
乱

却
命
奪
産
…
宜
新
定
法
律

凡

犯
軽
輕
罪
者

概
駆
令
作
工
以
自
順

然
此
必
断
自
聖
哉

方
期
實
致
。

(42
)

朴
泳
孝
、
〈朴
泳
孝
建
白
書
〉
、
《
日
本
外
交
文
書
》
一
=

、
二
九
二
号
。
然
若
有
大
盆
民
國
而
大
勝
奮
法
者

則
錐
有
騒
擾
紛

之
議

果
決
断
行
。

(43
)

朴
泳
孝
。
上
掲
書
、
二
九
二
ぺ
1
ジ
。

一

凡
慮
訴
訟
及
大
小
輕
重
之
罪

ロ
ハ任
判
官
裁
之

而
不
可
以
主
権
檀
裁
事

一

腰
酷
刑

以
保
生
命
事

一

腰
奴子
鐵
之
典

ロ
ハ治
原
犯

而
不
可
及
父
母
兄
弟
妻
子
事

一

考
問
罪
人

不
可
濫
刑

誕
服
其
罪
事

一

凡
諸
大
小
輕
重
之
罪

必
彰
明
罪
謹
而
自
服

然
後
可
以
繋
獄
塵
刑
事

野
鄙
不
開
之
國

人
民
繋
獄
被
刑

而
不
解
自
己
之
罪
多
也

一

摩
如
捕
鷹
之
隠
匿
刑
殺
事

難
被
刑
殺
者
之
父
母
兄
弟
妻
子

而
不
知
其
繋
獄
被
殺

山豆
非
無
法
残
忍
之
政
哉

]

聴
訟
断
獄

不
可
秘
之

而
許
衆
庶

入
場
傍
聴

則
判
官
欲
用
酷
容
私
者

自
減
事

一

定
懲
役
之
法

設
懲
役
之
場

而
非
最
重
大
之
罪

不
可
殺
之

井
使
之
懲
役
事

一

嚴
禁
宰
相
士
大
夫
以
及
庶
民

各
於
私
家
用
刑

而
錐
係
自
己
之
子
弟
奴
脾

必
仰
公
裁
事

(44
)

朴
泳
孝
、
上
掲
書
、
二
九
二
ペ
ー
ジ
。
法
酷

故
失
國
之
主
権
於
外
國
也

(45
)

柳
永
益
、
「甲
午
更
張
研
究
」
、

]
ー
二

一
ペ
ー
ジ

楽
許
東
賢
教
授

の
本
論
文
は
、
『震
檀
学
報
』
第
入
四
号
別
冊

(震
檀
学
会
、

一
九
九
七
年

一
二
月
)
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
吉
井
蒼
生
夫
教
授
を
代

表
者
と
す
る
共
同
研
究
グ

ル
ー
プ

(神
奈
川
大
学
法
学
部
)
の
訪
韓
の
際
に
入
手
し
、
「
日

・
中

・
韓
国
三
国
に
お
け
る
法
の
近
代
化
過
程
の
比
較
研
究
」
に

関
す
る
参
考
資
料

の

一
つ
と
し
て
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。


